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　 　令和６年

　二十歳の集い



歩
ん
で
き
た
道
を
誇
れ
る
よ
う
な
大
人
に

　

１
月
７
日
（
日
）
下
田
中
学
校

体
育
館
で
、
二
十
歳
の
集
い
を
開

催
し
ま
し
た
。
１
２
５
名
が
出
席

し
、
久
し
ぶ
り
の
友
人
や
恩
師
と

の
再
会
を
喜
び
、
会
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
山
田
貞
己
教
育
長

の
開
式
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
、
松

木
正
一
郎
市
長
、
加
畑
毅
県
議
会

議
員
、
中
村
敦
市
議
会
議
長
が
参

加
者
を
激
励
し
、
各
中
学
校
の
恩

師
か
ら
は
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
ア

ル
バ
ム
の
写
真
や
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
か
ら
の
決
意
や
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
使
っ
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ム
ー
ビ
ー
で
当
時
の
思
い
出
を
振

り
返
り
ま
し
た
。
最
後
の
閉
式
の

言
葉
は
、
山
田
吉
利
社
会
教
育
委

員
長
が
務
め
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
皆
さ
ま
の
今
後
の
活

躍
を
、
期
待
し
て
い
ま
す
！

対象年代・平成15年度生まれ

市内中学校卒業人数・145人

出席者数・125人

2024 年
下田市の新二十歳

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

☎
㉓
５
０
５
５

　総合司会　総合司会

進進
しんじしんじ

士士　　侑侑
ゆ り えゆ り え

莉愛莉愛さん　さん　會會
あいだあいだ

田田　　清清
せいたろうせいたろう

太郎太郎さんさん
（下田中学校卒業生）　　 （下田中学校卒業生）（下田中学校卒業生）　　 （下田中学校卒業生）

　二十歳の宣言　二十歳の宣言

和和
いずみいずみ

泉泉　　虎虎
こ た ろ うこ た ろ う

太郎太郎さん　さん　福福
ふくまつふくまつ

松松　　里里
り さり さ

紗紗さんさん
（稲梓中学校卒業生）　　 （下田東中学校卒業生（稲梓中学校卒業生）　　 （下田東中学校卒業生）　

二
十
歳
の
誓
い

長長
ながいけながいけ

池池　　未未
みさきみさき

早早さんさん
（稲生沢中学校卒業生）（稲生沢中学校卒業生）

笹笹
ささもとささもと

本本　　大大
たいしたいし

志志さんさん
（下田中学校卒業生）（下田中学校卒業生）

下田中学校卒業生

稲生沢中学校卒業生

下田東中学校卒業生

稲梓中学校卒業生
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※
上
か
ら
撮
影
順

      

笹
本
　大
志　

さ
ん　

　
「
下
田
を
離
れ
て
夢
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
い
る
人
や
、
既
に
夢
を
叶
え
て

ま
た
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
、
今
も
伊
豆
に
残
っ
て
こ

の
地
域
の
た
め
に
活
動
し
、
貢
献
し

て
い
る
人
な
ど
、
こ
の
会
場
に
は
様
々

な
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ど

ん
な
人
に
も
必
ず
辛
い
こ
と
や
高
い

壁
が
訪
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

時
は
同
じ
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
こ

の
会
場
に
い
る
仲
間
た
ち
を
思
い
出

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
時
に
は
、
家

族
や
友
人
た
ち
を
頼
り
、
共
に
困
難

を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

      

長
池
　未
早　

さ
ん

　
「
お
か
れ
て
い
る
立
場
は
一
人
ひ

と
り
違
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

身
の
目
標
に
向
け
て
一
歩
一
歩
歩
み

を
進
め
て
い
る
最
中
で
す
。
物
事
に

真
摯
に
取
り
組
み
、
精
一
杯
努
力
し

て
い
く
と
と
も
に
、
自
分
の
意
思
を

し
っ
か
り
持
っ
て
行
動
し
、
自
分
自

身
の
信
じ
る
道
を
一
歩
一
歩
確
実
に

歩
ん
で
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。
お
か
れ
た
場
所
で
そ
れ
ぞ

れ
が
輝
い
て
い
け
る
よ
う
に
今
こ
の

時
を
大
切
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
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市県民税の申告書は郵送での提出を、確定申告は e-Tax で！市県民税の申告書は郵送での提出を、確定申告は e-Tax で！

申告期間は２月 16 日 (金 ) から３月 15 日（金）まで
問合せ先　税務課市民税係（窓口⑨）☎㉒ 2218　

　市県民税の申告は、市県民税算出の賦課資料となるほか、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料及び介護保険

料等の算定の算出資料になります。必ず期限内に申告してください。

申告に必要なもの

共通
マイナンバーが確認できる書類（本人、配偶者、扶養親族のマイナンバーカードなど）、

身元確認書類（運転免許証、保険証など）、利用者識別番号（確定申告の場合）、市役所や税務署から事

前に送付された申告書用紙や申告のお知らせ通知、前年の申告書・収支内訳書の控えなど

収入関係
給与・公的年金の令和５年分の源泉徴収票

個人事業主や不動産所得がある場合、収支内訳書（事前作成してください）

その他の収入（所得）がある方は、収入や経費が分かる書類など

控除関係

 社会保険料控除

国民健康保険税（料）、介護保険料、後期高齢者医療保険料、国民年金保険料、

健康保険料、厚生年金保険料、国民年金基金掛金等の払込証明書（国保等は市

発行の「納付額のお知らせ」）

 生命保険料控除 生命保険料の控除証明書

 地震保険料控除 地震保険料の控除証明書

 障害者控除 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者控除対象者認定書など

 配偶者（特別）控除 配偶者の令和５年中の所得が分かる書類（源泉徴収票など）

 医療費控除 医療費控除の明細書（事前作成してください）、医療費通知、領収書など

 寄附金控除 寄附した団体などから交付された寄附金の受領証など

 その他の控除 市役所税務課までお問い合わせください。

その他  還付先口座番号 還付申告（所得税）の場合、還付先口座（本人）のわかるもの

令和６年度「市県民税の申告要否」確認用の参考フローチャート

市県民税の申告が必要な人

　令和６年１月１日現在、下田市に住所がある方です（１月２日以降に転出された方も含みます）。

ただし、所得税の確定申告書を税務署に提出された方、給与収入のみで、勤務先から下田市役所に給与支払報告書

が提出されている方、公的年金等収入のみで、その他に所得がない方は申告は不要です（医療費控除や源泉徴収票

に記載のない社会保険料などの各種控除を受ける場合は、申告が必要です）。

　※フローチャートを参照してください。

令和６年度（令和５年分） 市県民税申告相談日程

申告期間：２月 16 日（金）から３月 15 日（金）まで　　※土日祝除く

受付時間：９時～ 11 時 30 分、13 時～ 15 時 30 分　 ※ウェブ予約又は電話予約をお願いします。

申告会場：下田市役所　２階　大会議室　　　※地区の割振りや各地区での受付会場はなくなりました。

ウェブ予約

予約について

　会場の混雑緩和のため、事前にインターネット上のウェブ予約又は電話予約を行います。予約優先となりますので、

申告相談を受ける場合は、事前予約をお願いします。

　予約がなく当日受付枠に空きがない場合、後日の来場をお願いすることがあります。

市県民税の申告用紙について

　市県民税の申告用紙は、昨年申告された方、昨年中に下田市に転入した方に１月 24 日に郵送しました。用紙は

税務課で配布しているほか、市ホームページからも印刷することができます。 確定申告をしますか？

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

申告不要です

申告不要

昨年中に収入 (1 円以上 )は
ありましたか？

市県民税の
申告が必要です

市県民税の
申告が必要です

収入は遺族・障害年金、
失業給付等の非課税と
なる収入のみでしたか？

給与所得がありますか？

※重要※

　「価格高騰重点支援給付金」は、収入には含ま

れません。「雇用調整助成金」は課税対象となる

ため、事業収入として計上する必要があります。

　その他の給付金等については、支給元団体にご

確認ください。

【★ご注意ください★】

・所得や控除の金額、扶養親族の数、障害者や寡婦、ひとり親に該当するなどの内容により、　　
必ずしも本フローどおりにはなりません。目安としてご利用ください。 

・2か所以上から給与や公的年金を得ている方は原則申告が必要です。 
・昨年中に退職し再就職した方は、前職分を含めた年末調整をしていない場合には申告が

必要です。
・給与所得者または公的年金受給者で、控除の追加が必要な場合、申告が必要です。
・分離課税となる所得がある方などは、所得税の確定申告が必要となる場合があります。 

※詳細は、市役所税務課市民税係までお問い合わせください。

公的年金を
受給していますか？

勤務先から下田市に
給与支払報告書が

提出されていますか？

公的年金の
支払報告書が下田市に
提出されていますか？

営業、農業、不動産賃貸等
の収入はありますか？

給与及び公的年金以外の
所得の合計額が 20 万円を

超えていますか？

所得税の
確定申告が

必要

市県民税の
申告が
必要

勤務先に提出先自治体をご確認ください。

所得税の還付、
納税となる場合には
確定申告が必要です。

生命保険の満期金（一時所得）等、その他所得が
ある方は、申告が必要となる場合があります。

公的年金の支払機関等に提出先自治体をご確認く
ださい。概ね 2 月中旬以降であれば市役所でも確
認できる場合があります。

市役所会場で受付できない確定申告の種類

　青色申告、土地・建物の譲渡、株式の譲渡、配当、退職所得などの分離申告、住宅ローン控除の初年度の申告、

損失申告、雑損控除の申告、外国人の方の申告、亡くなられた方の申告などの確定申告は市役所会場では受付でき

ません。下田税務署にご相談ください。 所得税の確定申告　問合せ先　下田税務署　☎㉒ 0185　

予約方法

希望日の４日前までに下記の方法にて予約をお願いします。

ウェブ予約：３月 11 日（月）まで　24 時間受付可能です。（メンテナンス時間を除く）

電話予約：２月５日（月）から３月 11 日（月）まで　平日９時から 17 時まで　

申告期限・提出方法

令和６年３月 15 日（金）までに、税務課宛に郵送又は申告相談窓口で提出してください。

市県民税申告書の郵送先：〒 415-8501　下田市東本郷一丁目５番 18 号　下田市役所税務課市民税係宛

※「市県民税申告書在中」と表記してください。

書類の事前作成のお願い

・医療費控除を申告される方は、所定の「医療費控除の明細書」を事前に作成してきてください。

・事業・農業・不動産所得がある方は、所定の「収支内訳書」を事前に作成してきてください。

職員は、上記書類の作成代行は行いません。相談時間の短縮のため、ご協力をお願いします。

（用紙は市役所税務課で配布しているほか、市ホームページからも印刷することができます。）

㉒ 2218
税務課

市民税係

電話予約



な
ぜ
使
用
料
を
改
定
す
る
の
？　

　

当
市
の
下
水
道
使
用
料
は
、
平

成
20
年
の
改
定
以
降
、
料
金
体
系

を
維
持
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
今

の
物
価
上
昇
に
よ
り
下
水
道
事
業

は
厳
し
い
経
営
が
続
い
て
お
り
、

適
切
な
経
営
を
行
う
た
め
に
、
現

状
に
見
合
っ
た
下
水
道
使
用
料
金

の
改
定
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
や
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
？

　

下
水
道
使
用
料
は
市
民
の
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た

め
、
ま
ず
公
共
料
金
等
審
議
会

に
諮
問
し
、
慎
重
に
審
議
を
重

ね
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
議
会
（
令

和
５
年
12
月
定
例
会
）
に
て
審

議
さ
れ
、
そ
の
結
果
可
決
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」
な

ど
で
お
な
じ
み
の
「
河
合
敦
」
先

生
を
お
招
き
し
、
特
別
講
演
を
開

催
し
ま
す
。

演
題

開
港
か
ら
１
７
０
年
『
な
ぜ
下
田

が
選
ば
れ
た
の
か
』

講
師　

河
合　

敦　

氏

歴
史
作
家
、
多
摩
大
学
客
員
教
授

開
催
日　

３
月
16
日
（
土
）

開
場　

12
時
30
分

開
演　

13
時（
終
演
予
定
14
時
30
分
）

会
場

市
民
文
化
会
館　

大
会
議
室

入
場
料　

無
料

※
定
員
80
名
、
事
前
申
込
制
。

申
込
方
法

　

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
又
は
問
合
せ

先
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

主
催

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
（
事
務
局　

企
画
課

政
策
推
進
係
）

問
合
せ
先　

企
画
課
政
策
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
２

　

一
瞬
で
情
報
が
世
界
中
を
駆
け

巡
る
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
ん
の
10
年
前
ま
で
ス
マ
ホ
は

普
及
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

30
年
前
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
人
も
ほ
ん
の
一
握
り
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
人
間
自
体
は
昔
も

今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
確
実
に

い
え
る
こ
と
は
、
様
々
な
科
学
技

術
の
進
歩
が
地
球
の
距
離
を
短
く

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
す
ぐ

に
明
治
維
新
、
と
考
え
て
し
ま
い

が
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ペ
リ
ー

が
最
初
に
来
航
し
た
１
８
５
３
年

か
ら
数
え
て
、
明
治
に
改
元
す
る

ま
で
お
お
よ
そ
15
年
も
の
期
間
を

要
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
が
長
か
っ
た
の
か
、

短
か
っ
た
の
か
、
開
港
１
７
０
周

年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
改
め
て

開
港
の
歴
史
を
様
々
な
角
度
や
視

点
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
る
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
が
新
た
な
未
来
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

企
画
課
政
策
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
２

日
本
の
首
相
と
連
絡
を
取
り
た
い

場
合
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
即
座

に
相
手
の
顔
を
見
て
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

飛
行
機
で
半
日
も
あ
れ
ば
実
際
に

会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
７
０
年
前
は
米
国
か
ら
日
本

に
行
く
だ
け
で
半
年
か
か
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
帰
る
と
き
に
も
同

じ
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

ペ
リ
ー
提
督
が
日
本
に
向
け
て

米
国
を
出
発
し
た
の
が
、
１
８
５
２

年
11
月
24
日
。
そ
し
て
日
本
の
浦

賀
沖
に
到
着
し
た
の
が
１
８
５
３

年
７
月
８
日
の
こ
と
で
す
。

　

大
西
洋
か
ら
ア
フ
リ
カ
大
陸
、

セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
島
（
ナ
ポ
レ
オ
ン

が
幽
閉
さ
れ
て
い
た
島
）
、
イ
ン

ド
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
そ
し
て
マ

カ
オ
、
シ
ャ
ン
ハ
イ
、
沖
縄
、
小

笠
原
諸
島
を
巡
っ
た
か
な
り
の
大

規
模
な
航
海
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
地
を
経
由
し

な
が
ら
の
航
海
で
す
が
、
約
７
か

月
も
の
時
間
を
か
け
て
、
ペ
リ
ー

艦
隊
は
米
国
大
統
領
の
親
書
を
携

え
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
理
由
が
あ
っ
て
米
国
は

日
本
に
開
国
を
求
め
て
き
た
よ
う

で
す
が
、
そ
の
意
思
を
示
す
こ
と

だ
け
で
半
年
以
上
も
か
か
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
代
で
は
、
米
国
の
大
統
領
が
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離
婚
を
し
た
場
合
、
お
二
人
の

　

離
婚
を
し
た
場
合
、
お
二
人
の

婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金
（
共
済

婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金
（
共
済

含
む
）
を
分
割
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

含
む
）
を
分
割
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
年
金
と
す
る
こ
と
が
で
き

自
分
の
年
金
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

る
制
度
で
す
。

　

離
婚
後
２
年
以
内
に
手
続
を
す

　

離
婚
後
２
年
以
内
に
手
続
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
へ
ご

め
に
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
く
だ
さ
い
。

離
婚
時
の
年
金
分
割
イ
メ
ー
ジ

離
婚
時
の
年
金
分
割
イ
メ
ー
ジ

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
が
加
入
す
る

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
が
加
入
す
る

厚
生
年
金
は
、
給
与
等
の
報
酬
の

厚
生
年
金
は
、
給
与
等
の
報
酬
の

額
に
応
じ
て
保
険
料
を
納
付
し
、

額
に
応
じ
て
保
険
料
を
納
付
し
、

報
酬
額
の
記
録
に
応
じ
て
厚
生
年

報
酬
額
の
記
録
に
応
じ
て
厚
生
年

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

離
婚
時
の
年
金
分
割
が
行
わ
れ

　

離
婚
時
の
年
金
分
割
が
行
わ
れ

る
と
、
婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金

る
と
、
婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金

の
支
給
額
の
計
算
の
基
と
な
る
報

の
支
給
額
の
計
算
の
基
と
な
る
報

酬
額
の
記
録
が
分
割
さ
れ
る
こ
と

酬
額
の
記
録
が
分
割
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
年
金
額
を
お
二
人
で
分

と
な
り
、
年
金
額
を
お
二
人
で
分

割
で
き
ま
す
。

割
で
き
ま
す
。

■
合
意
分
割
制
度

■
合
意
分
割
制
度

　

お
二
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、

　

お
二
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、

年
金
を
分
割
で
き
ま
す
。

年
金
を
分
割
で
き
ま
す
。

　

分
割
の
割
合
は
、
お
二
人
の
合

　

分
割
の
割
合
は
、
お
二
人
の
合

意
又
は
裁
判
手
続
に
よ
っ
て
決
定

意
又
は
裁
判
手
続
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
ま
す
。

さ
れ
ま
す
。

■
３
号
分
割
制
度

■
３
号
分
割
制
度

　

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
で

　

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
で

あ
っ
た
方
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、

あ
っ
た
方
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、

年
金
を
２
分
の
１
ず
つ
分
割
で
き

年
金
を
２
分
の
１
ず
つ
分
割
で
き

ま
す
。
な
お
、
当
事
者
の
合
意
は

ま
す
。
な
お
、
当
事
者
の
合
意
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成

　

平
成
2020
年
４
月
以
後
の
婚
姻
期

年
４
月
以
後
の
婚
姻
期

間
中
の
第
３
号
被
保
険
者
期
間
が

間
中
の
第
３
号
被
保
険
者
期
間
が

分
割
の
対
象
で
す
。　

分
割
の
対
象
で
す
。　

申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
又
は
基
礎
年
金
番
号

・
年
金
手
帳
又
は
基
礎
年
金
番
号

通
知
書

通
知
書

・
婚
姻
期
間
を
明
ら
か
に
す
る
こ

・
婚
姻
期
間
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
書
類
（
戸
籍
謄
本

と
が
で
き
る
書
類
（
戸
籍
謄
本

な
ど
）

な
ど
）

　

そ
の
他
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に

　

そ
の
他
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に

よ
っ
て
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す

よ
っ
て
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

相
談
窓
口

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

☎
０
５
７
０--

０
５
０
５--

１
１
６
５

１
１
６
５

申
請
・
問
合
せ
先

申
請
・
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　

  

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

「年
金
」
っ
て

「年
金
」
っ
て

  

と
っ
て
も
大
事

と
っ
て
も
大
事

「
離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
」

「
離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
」

～
離
婚
し
た
ら

　
　
　

年
金
は
ど
う
な
る
？
～

年
金
分
割
の
方
法
に
は

年
金
分
割
の
方
法
に
は

　
　
　
　
　
　

２
種
類
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　

２
種
類
あ
り
ま
す

水量区分水量区分 変更前変更前 変更後変更後

基本使用料
（税込み） 0 ㎥～ 10 ㎥ 

1,100 円
（定額）

1,320 円
（定額） 

超過使用料 

( 排除汚水量
1㎥につき )
（税込み）

11 ㎥～ 20 ㎥ 132 円 165 円 

21 ㎥～ 50 ㎥ 143 円 176 円 

51 ㎥～ 100 ㎥ 154 円 187 円 

101 ㎥～ 200 ㎥ 165 円 198 円 

201 ㎥以上 176 円 209 円 

申
込
・
問
合
せ
先

申
込
・
問
合
せ
先　　

上
下
水
道
課
下
水
道
係
☎
㉒
１
２
０
０

上
下
水
道
課
下
水
道
係
☎
㉒
１
２
０
０

い
つ
か
ら
新
し
い
料
金
が

　
　
　
　
　
　

適
用
さ
れ
る
の
？

　

４
月
１
日
以
降
負
担
分
か
ら
新

料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

毎
月
検
針
分

６
月
分

（
４
月
下
旬
～
５
月
下
旬
使
用
分
）

偶
数
月
検
針
分

６
月
分

（
４
月
中
旬
～
６
月
中
旬
使
用
分
）

奇
数
月
検
針
分

５
月
分

（
３
月
中
旬
～
５
月
中
旬
使
用
分
。

施
行
日
を
跨
ぐ
た
め
、
使
用
水
量
の

２
分
の
１
に
新
料
金
、
残
り
と
端

数
分
に
旧
料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
）

４
月
１
日
よ
り

　　

下
水
道
使
用
料

下
水
道
使
用
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

下水道使用料　料金表（税込み）

現行料金現行料金

基本料金 1,000 円（0～ 10 ㎥分）

超過料金
120 円× 10 ㎥（11 ～ 20 ㎥分）＝ 1,200 円

130 円× 10 ㎥（21 ～ 30 ㎥分）＝ 1,300 円

合計　2,500 円

消費税 基本料金：100 円　超過料金：250 円

合計 3,850 円

新料金新料金

基本料金 1,200 円（0～ 10 ㎥分）

超過料金
150 円× 10 ㎥（11 ～ 20 ㎥分）＝ 1,500 円

160 円× 10 ㎥（21 ～ 30 ㎥分）＝ 1,600 円

合計　3,100 円

消費税 基本料金：120 円　超過料金：310 円

合計 4,730 円

毎月検針のご家庭で 30 ㎥使用した場合

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

「
開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て
」

「
開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て
」

申込 QR コード

講
演
会
の
お
知
ら
せ

講
演
会
の
お
知
ら
せ

様
々
な
も
の
さ
し
で

様
々
な
も
の
さ
し
で

　

１
７
０
年
を
感
じ
て
み
る

　

１
７
０
年
を
感
じ
て
み
る

ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
ま
で

ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
ま
で

ど
れ
く
ら
い
か
か
っ
た
の
？

ど
れ
く
ら
い
か
か
っ
た
の
？

浦賀
小笠原

ケープタウン

セントヘレナ島

シャンハイ

ホンコン
セイロン

モーリシャス島

カナリア諸島
マディラ

ヨーロッパ
中国

アフリカ

オーストラリア

アメリカ

大西洋

インド洋

太平洋

ノーホーク

沖
縄

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ペリー艦隊の航路
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し
も
だ

し
も
だ
健健
康康
川川
柳柳

　
　
　
　

　
　
　
　

作
品
紹
介

作
品
紹
介

防災かわら版防災かわら版
問合せ先問合せ先　　防災安全課防災係（窓口⑩）　☎防災安全課防災係（窓口⑩）　☎㊱㊱４１４５４１４５

宝くじ助成事業

　弥七喜区では、一般財団法人自治総合センター

が行う「令和５年度コミュニティ助成事業」によ

る宝くじの助成金で、災害時等で使用する「可搬

ポンプ」の整備を行いました。

　コミュニティ助成事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニ

ティ活動に必要な備品・施設の整備、安全な地域づくり等に対して助成を

行い、地域のコミュニティ活動の充実・向上を図っています。

　災害時の消火等の際、今回整備した可搬ポンプを使用することで、地域住

民による迅速な消火活動を可能にし、被害拡大の抑制が期待されます。

黒土を利用した生ごみ処理器（キエーロ）のモニター募集！黒土を利用した生ごみ処理器（キエーロ）のモニター募集！
問合せ先　環境対策課（清掃センター内）　☎㉒２２１３問合せ先　環境対策課（清掃センター内）　☎㉒２２１３

モニターを追加募集

木箱・大（幅約 90 ㎝×奥行約 45 ㎝×高さ約 45 ㎝）木箱・小（幅約 60 ㎝×奥行約 30 ㎝×高さ約 30 ㎝）

　前回の募集は応募者多数のため１か月程度で募集が締め切りとなりました。

　ご要望の声を受け、追加で募集を開始します。

追加募集

モニター参加条件モニター参加条件 そ　の　他そ　の　他

申込方法

　問合せ先への電話申込

　※条件等がありますので、下記を確認してお申し込みください。

　
　

市
は
、
令
和
６
年
４
月
末
の
新

　

市
は
、
令
和
６
年
４
月
末
の
新

庁
舎
の
先
行
開
庁
を
目
指
し
、
河

庁
舎
の
先
行
開
庁
を
目
指
し
、
河

内
地
区
（
稲
生
沢
中
学
校
跡
地
）

内
地
区
（
稲
生
沢
中
学
校
跡
地
）

に
お
い
て
、
新
庁
舎
の
整
備
工
事

に
お
い
て
、
新
庁
舎
の
整
備
工
事

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
関

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
関

連
し
て
道
路
改
良
工
事
を
左
図
の

連
し
て
道
路
改
良
工
事
を
左
図
の

　

新
庁
舎
整
備
に
伴
う

　
　
　
　
　
　

道
路
工
事
に
つ
い
て

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
車
両

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
車
両

通
行
に
つ
い
て
は
な
る
べ
く
国
道

通
行
に
つ
い
て
は
な
る
べ
く
国
道

４
１
４
号
の
利
用
を
お
願
い
い
た

４
１
４
号
の
利
用
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。

工
事
期
間

工
事
期
間

令
和
６
年
２
月
初
旬
～
３
月
中
旬

令
和
６
年
２
月
初
旬
～
３
月
中
旬

道路改良工事
（校舎側歩道部分）

問
合
せ
先

問
合
せ
先

企
画
課
庁
舎
建
設
係

企
画
課
庁
舎
建
設
係

  
   

     
  

  
   

     
  

☎
㉒
２
２
１
２

☎
㉒
２
２
１
２

津波避難訓練が行われます

　静岡県では、東日本大震災が発生した３月11日を含む10日間を「津波対策推進旬間」と定め、３月10日（日）

を統一実施日として、津波避難訓練が実施されます。市では、午前９時に地震発生のサイレンと緊急速報メー

ルにより訓練開始をお知らせします。

　災害は「いつでも」「どこでも」起こり得るものです。いざというときのために、日頃から備えをしてお

くことが自分の命を守ることにつながります。また、大規模災害時の救助や避難などには、地域での普段

の関係作りが力を発揮します。この機会に、訓練に参加してみましょう。

　訓練の内容や開始時間は各地区によって異なるので、お住いの地区の自主

防災会に確認してください（訓練日の２週間前を目安に市ホームページにも

各地区の訓練一覧を掲載します）。

弥七喜区で整備された可搬ポンプ

・市内に現に居住している方・市内に現に居住している方

・処理器の設置場所を確保できる方・処理器の設置場所を確保できる方

・処理器を適正に維持管理できる方・処理器を適正に維持管理できる方

・生ごみ処理実績の報告に協力できる方・生ごみ処理実績の報告に協力できる方

・モニター期間は原則、１年間。・モニター期間は原則、１年間。

・引渡しまでに時間がかかる場合があります。・引渡しまでに時間がかかる場合があります。

・受付終了は市ホームページにてお知らせします。・受付終了は市ホームページにてお知らせします。

・予算がなくなり次第終了となります。・予算がなくなり次第終了となります。

ふ
る
さ
と
は
返
礼
品
で
決
ま
り
ま
す

ふ
る
さ
と
は
返
礼
品
で
決
ま
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
兼
高　

光
）

（
兼
高　

光
）

焦
ら
な
い
走
ら
ず
こ
ろ
ば
ず
怪
我
を
せ
ず

焦
ら
な
い
走
ら
ず
こ
ろ
ば
ず
怪
我
を
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　

  　　

  

（
須
田　

み
つ
江
）

（
須
田　

み
つ
江
）

ダ
イ
エ
ッ
ト
固
い
決
意
は
何
度
目
か

ダ
イ
エ
ッ
ト
固
い
決
意
は
何
度
目
か

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

（
ｋ
ａ
ｊ
ｉ
ｋ
ｏ
）

（
ｋ
ａ
ｊ
ｉ
ｋ
ｏ
）

食
欲
も
老
人
力
よ
と
食
べ
る
妻

食
欲
も
老
人
力
よ
と
食
べ
る
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
よ
く
食
う
な
あ
）

（
よ
く
食
う
な
あ
）

高
齢
者
そ
の
病
名
は
加
齢
で
す

高
齢
者
そ
の
病
名
は
加
齢
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
す
ー
さ
ん
）

（
す
ー
さ
ん
）
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下
田
中
学
校
の
学
校
だ
よ
り
に
、

　

下
田
中
学
校
の
学
校
だ
よ
り
に
、

次
の
よ
う
な
掲
載
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
よ
う
な
掲
載
が
あ
り
ま
し
た
。

～
地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
声
～

～
地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
声
～

　

「
混
雑
し
て
い
る
中
で
い
つ
も

　

「
混
雑
し
て
い
る
中
で
い
つ
も

席
を
譲
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
本
当

席
を
譲
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
本
当

に
う
れ
し
い
。
あ
り
が
と
う
」

に
う
れ
し
い
。
あ
り
が
と
う
」

　

「
横
断
歩
道
を
渡
る
中
学
生
。
車

　

「
横
断
歩
道
を
渡
る
中
学
生
。
車

を
停
止
さ
せ
、
横
断
を
確
認
後
、
発

を
停
止
さ
せ
、
横
断
を
確
認
後
、
発

進
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
二
名
の
生

進
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
二
名
の
生

徒
が
こ
ち
ら
を
向
い
て
お
辞
儀
を
し

徒
が
こ
ち
ら
を
向
い
て
お
辞
儀
を
し

て
く
れ
た
こ
と
に
心
が
温
ま
っ
た
」

て
く
れ
た
こ
と
に
心
が
温
ま
っ
た
」

　

私
も
、
同
じ
出
来
事
に
幾
度
と

　

私
も
、
同
じ
出
来
事
に
幾
度
と

な
く
遭
っ
て
い
ま
す
。
稲
生
沢
小

な
く
遭
っ
て
い
ま
す
。
稲
生
沢
小

学
校
下
の
横
断
歩
道
で
二
名
の
児

学
校
下
の
横
断
歩
道
で
二
名
の
児

童
に
横
断
を
譲
る
と
、
横
断
後
、

童
に
横
断
を
譲
る
と
、
横
断
後
、

体
を
こ
ち
ら
に
む
き
直
し
て
深
々

体
を
こ
ち
ら
に
む
き
直
し
て
深
々

と
お
辞
儀
を
す
る
の
で
す
。
こ
の

と
お
辞
儀
を
す
る
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
行
動
は
、
伊
豆
市
の
天
城

よ
う
な
行
動
は
、
伊
豆
市
の
天
城

中
学
校
で
も
実
践
さ
れ
て
い
て
、

中
学
校
で
も
実
践
さ
れ
て
い
て
、

同
校
の
伝
統
と
な
り
、
観
光
客
か

同
校
の
伝
統
と
な
り
、
観
光
客
か

ら
も
お
礼
や
感
激
の
手
紙
、
電
話

ら
も
お
礼
や
感
激
の
手
紙
、
電
話

が
届
い
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

が
届
い
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　

「
席
を
譲
る
」
こ
と
に
な
る
と

　

「
席
を
譲
る
」
こ
と
に
な
る
と

よ
く
思
い
出
す
話
が
あ
り
ま
す
。

よ
く
思
い
出
す
話
が
あ
り
ま
す
。

　　

3030
年
ほ
ど
前
、
あ
る
研
修
会
で
、

年
ほ
ど
前
、
あ
る
研
修
会
で
、

故
岡
野
俊
一
郎
氏

故
岡
野
俊
一
郎
氏((

元
日
本
サ
ッ

元
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
会
長

カ
ー
協
会
会
長))

の
講
演
を
聴
く

の
講
演
を
聴
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
混
雑
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
混
雑
す
る

山
手
線
で
、体
育
会
系
大
学
生
が「
先

山
手
線
で
、体
育
会
系
大
学
生
が「
先

　
こ
ん
に
ち
は
、
教
育
長
で
す

　
　
　

～
生
き
る
支
え
と
な
る
も
の
⑥
～

輩
、
ど
う
ぞ
」
と
言
っ
て
上
級
生
に

輩
、
ど
う
ぞ
」
と
言
っ
て
上
級
生
に

席
を
譲
っ
て
い
た
傍
ら
に
、
老
夫

席
を
譲
っ
て
い
た
傍
ら
に
、
老
夫

婦
が
荷
物
を
持
っ
て
立
っ
て
い
た
。

婦
が
荷
物
を
持
っ
て
立
っ
て
い
た
。

部
活
動
の
先
輩
に
席
は
譲
っ
て
も
、

部
活
動
の
先
輩
に
席
は
譲
っ
て
も
、

人
生
の
大
先
輩
に
席
を
譲
れ
な
い

人
生
の
大
先
輩
に
席
を
譲
れ
な
い

学
生
に
が
っ
か
り
し
た
。
重
ね
て

学
生
に
が
っ
か
り
し
た
。
重
ね
て

も
う
一
つ
の
出
来
事
。同
じ
車
両
に
、

も
う
一
つ
の
出
来
事
。同
じ
車
両
に
、

汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
一
人
の

汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
一
人
の

母
親
が
乗
っ
て
き
た
。
幼
子
二
人
を

母
親
が
乗
っ
て
き
た
。
幼
子
二
人
を

抱
っ
こ
と
お
ん
ぶ
、
三
人
目
の
子
の

抱
っ
こ
と
お
ん
ぶ
、
三
人
目
の
子
の

手
を
引
き
、
も
う
一
方
の
手
に
は
沢

手
を
引
き
、
も
う
一
方
の
手
に
は
沢

山
の
野
菜
が
入
っ
た
買
い
物
か
ご
。

山
の
野
菜
が
入
っ
た
買
い
物
か
ご
。

そ
の
姿
を
見
て
車
内
に
座
る
中
年

そ
の
姿
を
見
て
車
内
に
座
る
中
年

の
女
性
が
、「
惨
め
だ
ね
え
」
と
小

の
女
性
が
、「
惨
め
だ
ね
え
」
と
小

声
で
一
言
。一
体
何
が
惨
め
な
の
か
。

声
で
一
言
。一
体
何
が
惨
め
な
の
か
。

学
生
と
中
年
女
性
の
あ
ま
り
に
も

学
生
と
中
年
女
性
の
あ
ま
り
に
も

寂
し
く
品
位
に
か
け
る
言
動
に
ダ

寂
し
く
品
位
に
か
け
る
言
動
に
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
、
当
時
の
社

ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
、
当
時
の
社

会
を
憂
い
て
い
た
と
い
う
話
で
す
。

会
を
憂
い
て
い
た
と
い
う
話
で
す
。

　

昭
和

　

昭
和
6060
年
前
後
の
こ
と
で
す
の

年
前
後
の
こ
と
で
す
の

で
、
あ
れ
か
ら
時
代
は
大
き
く
変

で
、
あ
れ
か
ら
時
代
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
が
、
今
は
岡
野
氏
を

わ
り
ま
し
た
が
、
今
は
岡
野
氏
を

が
っ
か
り
さ
せ
る
社
会
で
は
な
い

が
っ
か
り
さ
せ
る
社
会
で
は
な
い

と
信
じ
て
い
ま
す
。
冒
頭
の
よ
う

と
信
じ
て
い
ま
す
。
冒
頭
の
よ
う

な
心
温
ま
る
行
動
が
と
ら
れ
、
健

な
心
温
ま
る
行
動
が
と
ら
れ
、
健

や
か
に
育
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

や
か
に
育
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

ば
か
り
で
す
。
「
岡
野
さ
ー
ん
、

ば
か
り
で
す
。
「
岡
野
さ
ー
ん
、

安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た

安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た

ち
、
が
ん
ば
っ
て
ま
す
よ
！
」

ち
、
が
ん
ば
っ
て
ま
す
よ
！
」

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

１日(金)　おひな様製作

２日(土)　開館日

　　　　　「これば！」スペシャル

　　　　　「まっちゃんと遊ぼう」10時～11時

　　　　　場所：市民スポーツセンター(サンワーク)

６日(水)　めだかルーム　９時～11時30分　

８日(金)　わくわくタイム　＊午後閉館（清掃・消毒）

13日(水)　あひるルーム　うさぎルーム

　　　　　９時～11時30分

14日(木)　誕生会

15日(金)　敷根公園で遊ぼう

16日(土)　開館日

18日(月)　体育館で遊ぼう　９時30分～11時

　　　　　場所：市民スポーツセンター(サンワーク)

25日(月)　発育測定・育児相談　９時～11時

          保健師・栄養士来所

28日(木)　わくわくタイム＊午後閉館（清掃・消毒）

29日(金)　閉館（年度末事務整理日）

誕 生 会

　ウメのつぼみがほころび始め、ようやく季節

の移り変わりを感じられるようになってきまし

た。少しずつ春の音が聞こえてくるようです。

支援センターの花壇のチューリップの球根は芽

を出し、春を心待ちにしています。

　また、体調管理が難しい時期ですので、手洗い・

栄養・睡眠で元気に過ごせるようにしていきま

しよう。

支援センターでは、換気や消毒をして衛生的で

安全な環境を作り、皆さまをお待ちしています。

敷 根 公 園 で 遊 ぼ う

にこにこさんと作ろう 手 形 で ト ナ カ イ

１/４　火の用心、地域の力、「消防団」

　消防団出初式が団員163名の参加のもと下田小学校体育

館で行われました。市長式辞、団長訓示、各種表彰等が

行われ、団員の士気高揚が図られました。市民一人ひと

り防火意識を高め、火の元の確認を行いましょう！

１月の
できごと

　４日　 下田市消防団出初式

　７日　 二十歳の集い

　９日　 市内小中学校　３学期始業式 　　

         　13 日　  下田わくわくパークこれば！

　         17 日　  寿大学

　         25 日　　日本赤十字献血

１/６. ７　早春の下田を歩き始め！　

　下田水仙ツーデーマーチが開催されました。全国か

ら集まった延べ 722 名のウォーカーが、水仙が咲き誇

る爪木崎を楽しむコースや美しい海、開国の歴史を偲

ぶコースを歩いて満喫しました。

１/13　プロ野球選手による野球教室

　広島東洋カープ所属の秋山翔吾選手をはじめプロ野

球選手の方々による少年野球教室が開催されました。

この野球教室を通して、賀茂地区の野球が盛り上がっ

ていくことを期待しています。

１/12　伊豆大島椿まつりを PR

　伊豆大島からキャラバン隊一行が市役所を訪問しま

した。１月 28 日から３月 24 日まで開催される「伊豆

大島椿まつり」では、約 300 万本の椿が島を彩ります。

ぜひ大島を観光してみてはいかがでしょうか。

１/19　国保運営協議会（答申）

　下田市国民健康保険運営協議会へ諮問した国保税の

賦課方法に関する事項について、同協議会から答申を

受けました。受益と負担の均衡をとり、被保険者の健

康寿命延伸の向上及び持続的な事業運営に努めます。

１/15　DX推進に向けた包括連携協定締結式

　AKKODiSコンサルティング株式会社及び株式会社

IRODORIと、デジタル人財の育成において連携して取

り組むことにより、DXを活用した地域課題の解決に向

け、３者包括連携協定を締結しました。
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問
合
せ
先

静
岡
県
空
港
振
興
課

 

☎
０
５
４-

２
２
１-

２
７
７
７

し
ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

自
己
分
析
か
ら
応
募
書
類
の
書

き
方
、
面
接
練
習
ま
で
就
職
活
動

を
じ
っ
く
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

住
所　

沼
津
市
大
手
町
１-

１-

３

沼
津
産
業
ビ
ル
２
階

利
用
時
間　

９
時
～
17
時

予
約
・
問
合
せ
先

 

☎
０
５
５-

９
５
１-

８
２
２
９

社
会
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

介
護
・
保
育
等
の
福
祉 

人
材

の
就
職
相
談
や
職
業
案
内
等
を
し

て
お
り
ま
す
。

住
所　

沼
津
市
大
手
町
１-

１-

３

沼
津
産
業
ビ
ル
２
階 

利
用
時
間　

８
時
30
分
～
17
時 

予
約
・
問
合
せ
先

 

☎
０
５
５-

９
５
１-

８
２
４
２

 

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
漁
業

集
落
排
水
使
用
料
の
改
定
を
行
い

ま
す
（
令
和
６
年
６
月
請
求
分
か

ら
反
映
さ
れ
ま
す
）。
ご
理
解
・

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

改
定
の
内
容

 

基
本
料
金
は
３
０
０
円
、
超
過

料
金
は
１
㎥
当
た
り
50
円
の
値
上

げ
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３

月
31
日
ま
で
は
、
基
本
料
金
は

１
０
０
円
、
超
過
料
金
は
１
㎥
当

た
り
20
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す

（
現
在
の
公
共
下
水
道
の
使
用
料

と
同
額
と
し
ま
す
）。 

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
施
設
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
４

　

今
年
は
、
富
士
山
静
岡
空
港
が

開
港
15
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年

で
す
。
飛
行
機
に
乗
る
も
良
し
、

空
港
に
遊
び
に
行
く
の
も
良
し
。

15
周
年
を
迎
え
る
富
士
山
静
岡
空

港
を
、
私
た
ち
で
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

沼
津
支
所　

☎
０
５
０-

３
８
１
６-

１
７
７
８

○
二
輪
の
小
型
自
動
車(

２
５
０

㏄
超)

中
部
運
輸
局
静
岡
運
輸
支
局

沼
津
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所　

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
５
１

 

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
緊
急
時
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
国
の
緊
急
情
報
を
、

同
報
無
線
を
用
い
て
市
民
の
皆
さ

ま
へ
確
実
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
国
民
保
護
情
報
の
試
験
放
送

を
実
施
し
ま
す
。

国
民
保
護
情
報
訓
練

日
時　

２
月
９
日
（
金
）
11
時
頃

※
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
は

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
緊
急
地

震
速
報
、
津
波
情
報
な
ど
、
対

処
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
事
態

に
関
す
る
情
報
を
携
帯
電
話
等

に
配
信
さ
れ
る
緊
急
速
報
メ
ー

ル
、
市
町
村
防
災
行
政
無
線
等

に
よ
り
、
国
か
ら
住
民
に
ま
で

瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム

問
合
せ
先

防
災
安
全
課
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㊱
４
１
４
５

・
当
該
年
度
に
人
間
ド
ッ
ク
助
成

事
業
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

・
職
域
等
で
人
間
ド
ッ
ク
と
同
等

の
項
目
に
つ
い
て
受
診
す
る
機

会
が
な
い
方

・
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
結
果
を
市

が
行
う
保
健
事
業
に
活
用
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
方

・
同
一
年
度
中
に
特
定
健
診
を
受

診
し
て
い
な
い
方

助
成
額

健
診
費
用
の
７
割
相
当
額

（
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
は
切
り
捨
て
）

※
た
だ
し
２
５
０
０
０
円
／
人
が

上
限

手
続
き
の
流
れ

①
県
内
の
医
療
機
関
に
健
診
項
目

が
す
べ
て
受
け
ら
れ
る
か
確
認

し
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
診
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
国

保
年
金
係
（
３
番
窓
口
）
又
は

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
「
人
間

ド
ッ
ク
受
診
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。　

（
健
診
項
目
及
び
人
間
ド
ッ
ク
受

診
申
請
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、

４
月
１
日
時
点
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

賦
課
期
日
後
（
４
月
２
日
以
降
）

に
廃
車
手
続
さ
れ
た
場
合
で
も
、
そ

の
年
度
分
は
全
額
課
税
さ
れ
ま
す
。

月
割
に
よ
る
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
に
車
両
を
所
有
さ
れ
て
い
な

い
場
合
や
、
譲
渡
や
相
続
な
ど
で

所
有
者
が
変
更
と
な
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
廃
車
や
名
義
変
更

な
ど
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

○
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
、
ミ
ニ
カ
ー
、
特
定
小

型
原
動
機
付
自
転
車

税
務
課
市
民
税
係

　
　

 

（
窓
口
⑨
）
☎
㉒
２
２
１
８

持
ち
物

標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
、

標
識
交
付
証
明
書
、
身
分
証
明
書
、

委
任
状
（
代
理
人
が
申
請
す
る
場

合
）

○
軽
二
輪
車
（
１
２
５
cc
超

２
５
０
㏄
以
下
）

中
部
運
輸
局
静
岡
運
輸
支
局　

沼
津
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
５
１

○
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）

軽
自
動
車
検
査
協
会
静
岡
事
務
所

広報しもだ 2024.2 月号 - 12 -- 13 - 広報しもだ 2024.2 月号
（広告）

　

２
月
第
４
木
曜
日
夜
間
と
金
曜

日
午
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

２
月
22
日(

木)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

２
月
23
日(

金)

９
時
～
12
時

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
西
館
１
階

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

 

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

そ
の
他

　

市
が
定
め
た
健
診
項
目
の
内
容

が
不
十
分
な
場
合
、
助
成
対
象
外

と
な
り
ま
す
。
受
診
前
に
健
診
項

目
が
受
診
可
能
か
ど
う
か
、
医
療

機
関
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　

 

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

　

市
内
で
使
用
し
て
い
た
二
輪
車

（
１
２
５
cc
超
）
を
静
岡
県
外
で

廃
車
又
は
名
義
変
更
手
続
し
た
場

合
は
、
次
の
書
類
を
市
役
所
税
務

課
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
書
類
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
は
、
市
か
ら
の
課
税
が
続
い
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
手
続
を
仲
介

業
者
な
ど
に
依
頼
す
る
場
合
も
含

め
、
提
出
漏
れ
が
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

提
出
書
類

運
輸
支
局
に
提
出
し
た
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
申
告
書
の
写
し
又

は
新
車
検
証
、
旧
車
検
証
の
写
し

申
請
・
問
合
せ
先

税
務
課
市
民
税
係

　
　

 

（
窓
口
⑨
）
☎
㉒
２
２
１
８

　
　

 　
　
　

 　

FAX
㉒
３
９
１
０

申
請
に
必
要
な
も
の

①
産
前
産
後
期
間
に
係
る
保
険
税

軽
減
届
出
書

※
届
出
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
出
産
予
定
日
・
出
産
日
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

③
単
胎
・
多
胎
の
別
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
書
類

申
請
・
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　

 

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

　

人
間
ド
ッ
ク
助
成
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

対
象
者

　

左
記
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
下
田
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
方

・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な

い
世
帯
に
属
す
る
方

・
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
日
に

お
い
て
、
年
齢
が
30
歳
以
上
75

歳
未
満
の
方

対
象
者

　

令
和
５
年
11
月
１
日
以
降
に
出

産
し
た
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
方

　

届
出
は
、
出
産
予
定
日
の
６
か

月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
お
早

め
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

軽
減
の
内
容

　

令
和
５
年
度
分
以
降
、
対
象
と

な
る
期
間
の
出
産
被
保
険
者
に
係

る
所
得
割
額
と
均
等
割
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

軽
減
対
象
期
間

・
出
産
予
定
日
又
は
出
産
日
の
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月　

・
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予
定

日
又
は
出
産
日
の
属
す
る
月
の

３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か

月
）
以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。

（
死
産
、
流
産
、
早
産
の
場
合

を
含
む
）

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

   
   　　

  　
　
　
　

　
　
　
　

    

窓
口
延
長

窓
口
延
長

産
前
産
後
期
間
の

産
前
産
後
期
間
の

　
　

国
民
健
康
保
険
税
が

　
　

国
民
健
康
保
険
税
が

　
　
　
　

一
部
軽
減
さ
れ
ま
す

　
　
　
　

一
部
軽
減
さ
れ
ま
す

下
田
市
漁
業
集
落
排
水

下
田
市
漁
業
集
落
排
水

　

使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

　

使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス

Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の

　
　

廃
車
申
告
は
お
早
目
に
！

　
　

廃
車
申
告
は
お
早
目
に
！

就
職
サ
ポ
ー
タ
ー
が

就
職
サ
ポ
ー
タ
ー
が

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
て

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
て

　
　
　
　

丁
寧
に
対
応
し
ま
す

　
　
　
　

丁
寧
に
対
応
し
ま
す

二
輪
車
の

二
輪
車
の

税
止
め
手
続
に

税
止
め
手
続
に

つ
い
て

つ
い
て

今
年
の
空
旅
は

今
年
の
空
旅
は

　
　

富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
！

　
　

富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
！

２月の納税
納期：２月 29 日（木）

固定資産税　        ４期

国民健康保険税　   10 期

後期高齢者医療保険料 ７期

介護保険料　　　  　８期

市ホームページ

ＱＲコード

助成券発行申請

ＱＲコード

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

の
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

の
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

LINE 友だち追加

QR コード

富士山静岡空港

QR コード

人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成
の

人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成
の

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ



白　

浜　

金
指　

定
美　

19　

92

　

〃　
　

飯
田
ゑ
つ
子　

23　

92

　

〃　
　

鈴
木
吉
三
郎　

24　

85

１
月
届

東
本
郷　

澤
地　

弘
造　

５　

78

蓮
台
寺　

村
山
忠
一
郎　

10　

89

大　

沢　

里
見　

昭
子　

４　

96

　

〃　
　

山
梨
き
よ
子　

８　

97

北
湯
ヶ
野　

土
屋　

 

豊 　

12/29　

77

　

〃　
　

土
屋　

い
ま　

８　

98

横　

川　

渡
邉　

貞
子　

５　

97

加
増
野　

田
中　

郁
子　

５　

95

箕　

作　

小
林　
　

之　

８　

70

柿　

崎　

西
岡　

梅
喜　

12　

89

須　

崎　

宮
川　

信
哉　

１　

91

　

〃　
　

稲
葉　

知
美　

11　

55

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

ぜひ図書館に

お越しください

広報しもだ 2024.2 月号 - 14 -

　成人向け　書名 著者名 出版社

みどりいせき 大田ステファニー歓人 集英社

成瀬は信じた道をいく 宮島　未奈 新潮社

シャーロック・ホームズの凱旋 森見　登美彦 中央公論新社

彷徨う者たち 中山　七里 ＮＨＫ出版

警官の酒場 佐々木　譲 角川春樹事務所

児童向け　書名 著者名 出版社

みつごちゃんと びっくりセーター 角野　栄子 /文 童心社

キュリオとオウムの王子 斉藤　洋 /作 講談社

もじもじばあは 本のおいしゃさん 仁科　幸子 /作・絵 文溪堂

ルビーの一歩 私たちすべての問題 ルビー・ブリッジズ/著 あすなろ書房

ココロの花　華道部＆サッカー部 八束　澄子 /作 新日本出版社

- 15 - 広報しもだ 2024.2 月号

今月のミニミニあーとぎゃらりー １月のミニミニあーとぎゃらりー

図書館ニュース

コーナー紹介～読みたい本が見つからない方へ～

「今週の推し本」新刊コーナーで、週ごとにおすすめの新刊を 2冊ご紹介しています。

「今日は何の日？」カウンター横に、記念日に沿ったテーマの本を集めています。

「今月の特集本」入口付近に、毎月テーマごとに本を展示しています。

　ぜひ、本を選ぶ際にご活用ください。またインスタグラム（＠ shimoda_library）でも写真

付きでご紹介しています。

今月の特集

　２月23日は「富士山の日」です。富士山がここまで多くの人々を、惹きつける理由は何でしょ

うか。富士山のある風景や歴史などを紐解きながら、徐々に見えてくる、富士山の奥深い魅

力を探してみましょう。

谷口　澄彦さん「え」

12
月
16
日
か
ら
１
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

12
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

六
丁
目　

提
坂　

那な

つ継　

泰
之

西　

中　

土
屋　

才さ

わ和　

健
司

宇
土
金　

淺
田　

 

唱う
た　

　

力

１
月
届

西　

中　

佐
藤　

梨り

あ愛　

良
昭

吉
佐
美　

佐
藤　

陽よ
う
さ
く咲　

滉
一

大
賀
茂　

中
西　

惺せ

な那　

博
基

12
月
届

地 

区 
 

氏 

名  

死
亡
日  

年
齢

一
丁
目　

島
村
美
智
子　

22　

91

二
丁
目　

天
野　

咲
子　

20　

84

　

〃　
　

庄
田
悦
太
郎　

23　

76

敷　

根　

立
野　

静
子　

18　

87

東
本
郷　

藤
江　

智
正　

25　

84

　

〃　
　

國
分　

祥
宏　

17　

32

蓮
台
寺　

後
藤　

五
夫　

14　

84

須　

原　

土
屋
花
㦤
子　

24　

76

柿　

崎　

松
本　

福
植　

23　

75

人のうごき
    住民登録人口 １月１日 増減

男　   ９，５５０　　　　　－６

女 　１０，１６０　　　　－１５

計 　１９，７１０　　　　－２１ 

  　　世帯数　  １０，４４９

　　　出　生  　４　　 転　入　　４７

　　　死　亡  ３２　　 転　出　　４０

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

未  定

　

当
院
に
は
、「
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

治
療
で
不
安
な
こ
と
・
痛
み
や
つ

ら
さ
・
治
療
の
費
用
・
福
祉
制
度

に
関
す
る
疑
問
な
ど
、
様
々
な
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
が

ん
専
門
相
談
員
が
窓
口
と
な
り
、

対
応
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
、
当
院
に
「
が
ん
患
者

会
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
、

お
声
も
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
昨
年
12
月
よ
り
、
が
ん

患
者
サ
ロ
ン
「
菜
の
花
」
を
月
に

一
度
、
第
３
水
曜
日
（
休
日
の
場

合
は
木
曜
日
）
の
14
時
か
ら
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

が
ん
治
療
中
、
治
療
後
の
患
者

さ
ん
・
ご
家
族
が
集
い
、
抱
え
て

い
る
悩
み
や
不
安
・
疑
問
に
思
う

こ
と
な
ど
を
語
り
合
い
、
共
に
分

か
ち
合
う
交
流
の
場
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
。
１
時
間
程
度
の
短

い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
温
か

い
飲
み
物
で
も
飲
み
な
が
ら
、
ご

自
身
の
思
い
を
語
り
合
い
ま
せ
ん

か
。
他
院
で
治
療
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
・
ご
家
族
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
が
ん
専
門
相
談

員
・
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
セ
ラ
ピ

ス
ト
・
薬
剤
師
な
ど
、
緩
和
ケ
ア

に
携
わ
る
医
療
チ
ー
ム
が
交
代
で

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
寄
り

添
え
る
医
療
を
目
指
し
、
ど
の
地

域
に
住
ん
で
い
て
も
安
心
し
て
が

ん
治
療
が
受
け
ら
れ
る
「
が
ん
医

療
の
均
て
ん
化
」
を
目
指
し
、
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
「
菜
の
花
」

２
階
病
棟
係
長

が
ん
性
疼
痛
看
護
認
定
看
護
師　

　
　
　
　
　
　
　

中
尾　

多
美
子

３月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

３月７日
（木）

年金相談
どなたでも
（要予約）

９：00～ 14：00
市民文化会館
大会議室

３月 12日
（火）

２歳児
健康相談

Ｒ４年
２月生

８：50 ～９：50 中央公民館
２歳６か月
児健康相談

Ｒ３年
８月生

３月13日
（水）

法律相談

どなたでも
（要予約）

９：30～ 12：00
市役所
中会議室３月14日

（木）
市民相談 10：00 ～ 15：00

３月26日
（火）

事故相談 13：00 ～ 15：30
市役所

第３委員会室

３月 27日
（水）

市民相談

10：00 ～ 15：00

市役所
第１委員会室

人権相談
どなたでも

（予約不要）
市民文化会館
小会議室３

問合せ先一覧

市民相談：

法律相談：

年金相談：市民保健課国保年金係（窓口③）☎㉒３９２２

健康相談：市民保健課健康づくり係（窓口⑤）☎㉒２２１７

人権相談：福祉事務所社会福祉係（窓口⑥）☎㉒２２１６

事故相談：防災安全課消防安全係（窓口⑩）☎㊱４１４５

乳幼児健診
相談日 内容 対象 時間 場所
２月16日
（金）

１歳６か月
児健診

Ｒ４年６月１日～
Ｒ４年７月 31 日生 12：50

～ 14：00
中央公民館

３月28日
（木）

３歳児健診
Ｒ３年１月１日～
Ｒ３年２月 28 日生

水道当番工事店　　　　　　※修繕費は有料です。

分担期間 工事店 電話番号

１月 29 日～２月４日 ヤマト設備工業㈱ 23-3570

２月５日～２月 11 日 須原設備 28-1161

２月 12 日～２月 18 日 杉本設備工業㈱ 22-3040

２月 19 日～２月 25 日 ㈲菊地ポンプ商会 22-1085

２月 26 日～３月３日 土屋設備 22-6506

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒ 3294（社会福祉協議会）
　子育て中の保護者、子ども同士の交流の場
　日時　２月 15 日（木）10：00 ～ 12：00
　場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

●下田わくわくパーク「これば！」☎㉒ 2216（福祉事務所）
　特別企画　「まっちゃんと遊ぼう」
　日時　３月２日（土）10：00 ～ 11：30　
　場所　下田市民スポーツセンター（サンワーク下田体育館）
　※事前予約制

市公式
市の魅力的な風景や住んでいるからこそわかる
スポットの画像を発信していきます。

下
田
市

下
田
市

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

（インスタグラム）

Instagram

市民保健課市民係（窓口②）☎㉒２２１５



　

今
回
の『
フ
ォ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
・

　

今
回
の『
フ
ォ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
・

下
田
の
祭
り
』
が
、
活
気
あ
る
下

下
田
の
祭
り
』
が
、
活
気
あ
る
下

田
の
姿
を
、
地
域
の
方
々
や
観
光

田
の
姿
を
、
地
域
の
方
々
や
観
光

で
お
越
し
に
な
る
方
々
に
お
伝
え

で
お
越
し
に
な
る
方
々
に
お
伝
え

で
き
る
良
い
機
会
に
な
れ
た
と
感

で
き
る
良
い
機
会
に
な
れ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

じ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

　

最
近
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
七
五
三
や
披
露
宴
の
記
念
撮

ら
七
五
三
や
披
露
宴
の
記
念
撮

影
、
映
像
制
作
等
の
ご
依
頼
も
い

影
、
映
像
制
作
等
の
ご
依
頼
も
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

今
後
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

今
後
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
以
外
で
も
写
真
や
映
像
を
通
じ

動
以
外
で
も
写
真
や
映
像
を
通
じ

て
、
下
田
の
今
を
記
録
し
発
信
で

て
、
下
田
の
今
を
記
録
し
発
信
で

き
る
よ
う
、
下
田
商
工
会
議
所
や

き
る
よ
う
、
下
田
商
工
会
議
所
や

商
店
街
、
地
域
の
皆
さ
ま
達
と
共

商
店
街
、
地
域
の
皆
さ
ま
達
と
共

に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
地
域
経
済
促
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
４

　

広
報

し
も

だ
　

令
和

６
年

２
月

２
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所
〒

415-8501 下
田
市
東
本
郷
一
丁
目

5
番

18
号
　
☎
 (22) 2212

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！
問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒ 2212

 旧岡方村にお住いの

 　西川　大貴さん・美紀さんの

    長 男　暖　くん （１歳３か月）

　

　
歩けるようになって毎日が笑顔で

楽しそうな暖くん！

　今日はどこまで行くのかな？？

　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域

　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
（
中
心
市
街
地
活

お
こ
し
協
力
隊
（
中
心
市
街
地
活

性
化
）
青
木
で
す
。

性
化
）
青
木
で
す
。

　

今
回
は
、

　

今
回
は
、
1010
月月
2121
日
に
開
催
さ

日
に
開
催
さ

れ
た
、
下
田
商
工
会
議
所
主
催
の

れ
た
、
下
田
商
工
会
議
所
主
催
の

『
下
田
商
工
祭
』
に
合
わ
せ
て
実
施

『
下
田
商
工
祭
』
に
合
わ
せ
て
実
施

し
た
、
商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

し
た
、
商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

活
用
し
た
写
真
展
示
『
フ
ォ
ト
ス

活
用
し
た
写
真
展
示
『
フ
ォ
ト
ス

ト
リ
ー
ト
・
下
田
の
祭
り
』
に
つ

ト
リ
ー
ト
・
下
田
の
祭
り
』
に
つ

い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
今
年
６
月
。
下

　

き
っ
か
け
は
、
今
年
６
月
。
下

田
商
工
会
議
所
『
蓮
杖
プ
ロ
ジ
ェ
ク

田
商
工
会
議
所
『
蓮
杖
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
の
一
部
と
し
て
、
あ
じ
さ
い

ト
』
の
一
部
と
し
て
、
あ
じ
さ
い

祭
と
同
時
期
に
、
二
丁
目
通
り
と

祭
と
同
時
期
に
、
二
丁
目
通
り
と

三
丁
目
通
り
で
実
施
し
た
『
シ
ャ
ッ

三
丁
目
通
り
で
実
施
し
た
『
シ
ャ
ッ

タ
ー
フ
ォ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
』
が
好

タ
ー
フ
ォ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
』
が
好

評
を
頂
い
た
事
か
ら
、
第
２
弾
と

評
を
頂
い
た
事
か
ら
、
第
２
弾
と

し
て
、
下
田
商
工
祭
の
催
し
と
し

し
て
、
下
田
商
工
祭
の
催
し
と
し

て
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

て
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
商
工
会

　

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
商
工
会

議
所
の
皆
さ
ん
と
展
示
の
テ
ー
マ

議
所
の
皆
さ
ん
と
展
示
の
テ
ー
マ

や
実
際
に
展
示
す
る
写
真
等
を
検

や
実
際
に
展
示
す
る
写
真
等
を
検

討
し
、
展
示
場
所
は
、
池
之
町
通

討
し
、
展
示
場
所
は
、
池
之
町
通

り
の
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
頂
き
ま

り
の
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
頂
き
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
下
田

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
下
田

の
祭
を
テ
ー
マ
に
『
フ
ォ
ト
ス
ト

の
祭
を
テ
ー
マ
に
『
フ
ォ
ト
ス
ト

リ
ー
ト
・
下
田
の
祭
り
』
と
題
し
、

リ
ー
ト
・
下
田
の
祭
り
』
と
題
し
、

店
舗
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
合
計

店
舗
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
合
計
3030
枚枚

展
示
し
ま
し
た
。

展
示
し
ま
し
た
。

　

２
週
間
の
展
示
期
間
中
は
、
多

　

２
週
間
の
展
示
期
間
中
は
、
多

く
の
方
が
足
を
止
め
て
写
真
を
眺

く
の
方
が
足
を
止
め
て
写
真
を
眺

め
て
く
だ
さ
り
、
池
之
町
の
皆
さ

め
て
く
だ
さ
り
、
池
之
町
の
皆
さ

ま
か
ら
は
、『
観
光
客
の
人
た
ち
と

ま
か
ら
は
、『
観
光
客
の
人
た
ち
と

下
田
の
祭
に
つ
い
て
話
す
機
会
が

下
田
の
祭
に
つ
い
て
話
す
機
会
が

あ
っ
た
よ
』『
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
が

あ
っ
た
よ
』『
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
が

素
敵
な
写
真
で
賑
や
か
に
な
っ
た

素
敵
な
写
真
で
賑
や
か
に
な
っ
た

よ
』『
池
之
町
だ
け
で
な
く
、
街
中

よ
』『
池
之
町
だ
け
で
な
く
、
街
中

で
実
施
し
て
欲
し
い
』『
剥
が
す
の

で
実
施
し
て
欲
し
い
』『
剥
が
す
の

が
勿
体
無
い
か
ら
継
続
し
て
展
示

が
勿
体
無
い
か
ら
継
続
し
て
展
示

し
て
欲
し
い
』
な
ど
の
嬉
し
い
お

し
て
欲
し
い
』
な
ど
の
嬉
し
い
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！
「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と

活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→

地域おこし協力隊の活動報告地域おこし協力隊の活動報告

写
真
提
供
・
伊
豆
新
聞


